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[はじめに] 駆動時の有機発光ダイオード(OLED)では、注入された電荷と励起子が共存し、これらの

相互作用によって消光反応を示す。これまでに我々は正孔による三重項励起子の消光を報告している
1)。この時、反応速度定数を算出する際に必要なデバイス内の正孔濃度としてシミュレーションによる

推定値を用いた。本研究では、デバイス内に生成される正孔の濃度を実験的に調べるため、透過型の

吸収分光法に比べて 10 倍以上の高感度測定が可能である光導波路吸収分光法 2)を用いて、正孔のみを

生成する正孔オンリー素子(HOD)の駆動中での吸収スペクトル測定を行った。 

[実験方法] Alq3のラジカルカチオンの吸収を観測する

ため、以下の素子構造の HOD を ITO 付きガラス基板上

に真空蒸着法を用いて作製した。素子構造は Glass/ITO 

(50)/MoO3 (0.75)/Alq3 (70)/MoO3 (10)/Al (100) (ここで括

弧内は膜厚(単位は nm))であり、面積は 5 × 5 mm2であ

る。基板側面から白色光を入射し電圧を印加していない

素子の透過光をリファレンス Ioffとし、電流密度を10, 50, 

100, 150 mA/cm2 と変化させ時の透過光 Ion を測定した

(Fig. 1)。 プローブ光のサンプル通過回数は 7～8 回である。吸光度は，Abs = -log(Ion/Ioff)から求めた。 

[結果と考察] Fig. 2(a)に Alq3薄膜 (100 nm)の吸収スペ

クトル (黒線)を示す。可視域の吸収は 450 nm 近傍から

立ち上がり 400 nm に極大を示した。なお、500 nm 以上

の吸収は干渉によるものであり実際の吸収ではない。

また、Alq3薄膜 (100 nm)に FeCl3 (< 10 %)をドープする

ことによって生成させた Alq3 薄膜のラジカルカチオン

の吸収スペクトル (赤線)を示す 3)。  

Fig. 2(b)に光導波路分光法を用いた HOD のオペラン

ド吸収スペクトルを示す。Fig. 2(a)の FeCl3ドーピング

の吸収ピークが 575 nm 付近であるのに対し、HOD の

吸収ピークは 490 nm 付近となった。この吸収は電圧印

加によるシュタルク効果による吸収端のシフトによる

と考えられる 4)。ラジカルカチオンの吸収に帰属される

500 nm 以上の波長領域でも電流密度の増加とともに吸

収強度は増加したことから、電荷注入によって HOD 内

に生じたラジカルカチオンを検出したと考察した。 
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Fig. 1 Schematic representation of optical 

waveguide spectroscopy of hole-only device 

(HOD). 

Fig. 2 (a) Absorption spectra of thin films of 

Alq3 and Alq3
·+ prepared by doping of FeCl3 

(10 wt%) (b) Operando absorption spectra 

of HOD measured at different current 

density. 
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